
Using your new Rockit 翻訳版 （Japanese） 

※注意 このツールは殻割りを 100％保証するものではありません。お客様ご自身の責任によってご理

解、承知して頂いてからご使用ください。使用に関わる損害や補償について、またそれらのお問い合わ

せにつきましても一切お答えできかねますことご了承ください。 

 

 

本体以外の付属品の確認 

■純正 Re-Lid ガイド 

 ※再圧着用 

■手回しボルト(小) 3 個 

■再装着用ボルト(大) 1 個 

■六角レンチ 1 個 

■固定用ブラケット（ロケット型） 

 ※再圧着用 

 

 

 

使用前に、本体から伸びている大きなネジを緩め、

プレートをネジ側へ下げきって下さい。 

 

 

 

次に、CPU をネジが付属していないほうの本体に

CPU を置きます 

設置する際は必ず CPU に描かれている三角形が

ROCKIT に彫られている三角形と並ぶように置いて

下さい。 

 

※外す前にIHSの配置を確認しておいてください。 

外した後に戻す場合、目印がないので左右上下が

わからなくなります。 

 

 



 

ネジが付属している側と、CPU を設置した側を合わ

せます。CPU をダメージしないように、本体に開け

られている 3 つのネジ穴が合うように調整し、本

体から伸びている銀色のネジが緩みきっているか

確認します。全て整っていればしっかりと本体同

士が合わさり、CPUを閉じ込める事ができます。 

 

 

３つの穴に黒いネジを差し込みます。少し揺らす

と下に入りやすいです。 

ネジを回し２つの本体を止めます。しっかりと手

で締める程度にて止めてください。 

あまり締めすぎると殻を割り終わった後に取り外

しが出来なくなったり CPU をダメージする事があ

ります。 

 

写真のように六角スパナをさして外す作業にかか

りましょう。本体を平らな机の端などに置き、六

角レンチを回して行きます。CPU に接触するとレン

チを回すのに負荷がかかるのがわかります。ここ

から力を入れて回していく必要があるので本体を

手に持って回して行きます。 

接着が剥がれ、外れる音が聞こえます。小さなネ

ジが最後まで移動しているのでヒートスプレッダ

ーが最初の位置から動いた事が確認できます。 

 

 

本体から出ている銀色のネジを緩め、圧力を開放

します。 

三点の黒いネジを緩め、本体の表側を持ち上げる

と外れたばかりの CPU が見えます。 

 

 



再圧着（Re-Lid）ガイド 

 

殻割した CPU を置きます。 

殻割した時と同じように CPU の△マーカーと本体

のマーカーの位置を合わせます。 

 

圧着前に接点の絶縁を行ったほうが良いです。 

再圧着には接着剤や当ショップで販売しているブ

ラックシーラーや ULTRABLACK がよく使われていま

す。 

 

ガイド、カスタムガイドをかぶせます。 

2 か所のネジ穴と写真下部の下に突き出た円の形

を参考にしてください。 

 

※純正 IHS や CopperIHS を装着する前にグリスや

液体金属などを塗布して密着力、熱伝導率を高め

てください。 

 

純正 IHS、又は CopperIHS を置きます。 

CopperIHS の配置はよく確認してください。 

 

手回しネジを締めてから大ボルトで締め付けて

IHS を固定します。締め付けすぎないように注意し

てください。 

 

ROCKIT99 の場合は大ボルトの位置が違いますので

注意してください。 



ROCKITCCOOL 

 

https//rockitcool.jp/ 

MANUAL ダウンロード 

https://rockitcool.jp/manual/rockit88.pdf 

 

 

 


